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４．公共施設等の保有状況 

表 4.1-2 過去に行った対策の実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．公共施設等の保有状況 

表 4.1-2 過去に行った対策の実績 

（R2 年度、R3 年度、R4 年度の実績を新規追加） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 金額

(百万円)

明智振興事務所 １F空調修繕 1.2

上矢作コミュニティセンター 講堂照明器具修繕 1.3

恵那文化センター 舞台機構暗転幕取替修繕 1.0

恵那文化センター 直流電源装置改修工事 6.2

永田コミュニティ消防センター 屋根改修 1.7

明日香苑 大規模改修工事 131.4

福寿苑 大規模改修工事 249.9

明智ひとつばたご 車椅子利用者対応改修 1.2

道の駅らっせぃみさと 施設改修工事 57.0

中山道広重美術館 空調機・防水改修工事 34.7

岩村地域特産物直売所 トイレ改修工事 1.2

岩村診療所 スロープ設置・トイレ洋式化工事 5.0

大正ロマン館 改修工事 4.1

大正村資料館 屋根葺き替え工事 6.6

大正村役場 外壁塗装改修工事 2.3

恵那市学校給食センター 屋根修繕 6.6

エコセンター恵那 施設維持修繕 102.7

藤花苑 循環ポンプ他修繕 33.7

まきがね公園体育館 非常用発電機更新工事 10.9

山岡B&G海洋センター プールテント修繕工事 1.3

明智B&G海洋センター プールテント張替工事 8.1

明智弓道場 屋根改修 3.3

奥矢作レクリエーションセンター トイレ等修繕工事 2.5

大井こども園　ほか３こども園 トイレ改修工事他 7.7

大井小学校　ほか７小学校 トイレ洋式化工事 124.6

恵那西中学校　ほか２中学校 外壁改修工事他 3.9

年度 施設名称 工事内容

Ｒ２年度



恵那市公共施設等総合管理計画 新旧対照表（案） 
※改訂箇所を下線で表示しています。 
 
現行 
版頁 現行（旧）令和４年３月改訂 改訂（新）令和５年度改訂 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 金額

(百万円)

恵那市役所 議場等改修工事他 115.2

三郷コミュニティセンター 改修工事 114.0

明智振興事務所 2階便所改修工事 1.2

明智かえでホール 屋根雨漏り修繕工事 1.2

消防本部 通信指令室エアコン改修工事 3.0

上矢作分署 屋根改修 1.3

明智分団　吉良見消防器具庫 改修工事 2.6

飯地分団１部
飯地コミュニティ消防センター

改修工事 17.9

養護老人ホーム　恵光園 浴室改修工事 14.6

介護老人保健施設　ひまわり 大規模改修工事 266.3

岩村福祉センター 高圧受電設備修繕工事 1.0

道の駅おばあちゃん市・山岡 空調修繕・施設改修 61.7

大正ロマン館 駐車場舗装工事 1.6

ささゆりの湯 空調設備改修・ポンプ取替 36.9

山岡学校給食センター 機器更新・センター統合 73.5

エコセンター恵那 施設維持修繕 199.2

藤花苑 機械器具修繕工事他 28.4

恵南衛生センター 搬出室動力制御盤修繕 1.4

山岡農村環境改善センター 高圧機器改修工事 1.2

まきがね公園 滑り台ローラー取替修繕 8.0

明智B&G海洋センター 雨漏り修繕工事 1.2

山岡B&G海洋センター プールテント修繕工事 1.1

三郷小学校 大規模改修工事 312.2

大井小学校　ほか８小学校 教室改修工事他 128.1

恵那東中学校　ほか２中学校 体育館照明改修工事他 9.3

Ｒ３年度

年度 施設名称 工事内容
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 金額

(百万円)

山岡振興事務所 空調機取替工事 3.3

東野コミュニティセンター 空調室外機修繕 1.9

三郷コミュニティセンター 空調機取替修繕 1.3

三郷診療所 トイレ洋式化工事 3.8

三郷小学校屋内運動場 大規模改修工事 88.4

飯地コミュニティセンター・飯地診療所 大規模改修工事 127.4

恵那文化センター 防火設備修繕工事他 4.6

中山道広重美術館 外壁改修工事 27.6

中央公園 整備工事 152.7

恵那駅西駐車場 大規模修繕 151.6

上矢作分署 仮眠室改修工事 8.5

中野方分団２部
中野方コミュニティ消防センター

改修工事 11.3

笠置分団　姫栗コミュニティ消防センター 改修工事 19.4

岩村分団第三部消防器具庫 床下腐食部改修工事 1.2

恵那病院 監視カメラ機器取替修繕他 14.1

養護老人ホーム　恵光園 玄関アプローチ改修工事 2.3

こども発達センターおひさま 空調設備改修工事 3.1

中野児童センター 手洗い場等修繕工事 1.5

岩村福祉センター 空気弁修繕工事 1.0

明智福祉センター 屋根防水修繕工事 1.3

山岡健康増進センター 大規模改修工事 143.7

タウンプラザ恵那 ２階空調設備改修工事 6.3

不動滝農産物直売所 屋根修繕工事 1.3

岩村藩鉄砲鍛冶加納家 壁側面修繕 1.2

岩村まちなみふれあいの館 外部改修工事 1.1

道の駅おばあちゃん市・山岡 木製水車修繕工事他 2.8

恵那市学校給食センター 機器修繕 1.9

えな斎苑 屋根修繕工事 3.3

エコセンター恵那 経年劣化修繕工事他 199.6

藤花苑 循環ポンプ他修繕 56.4

まきがね公園多目的広場 防球ネット修繕 1.2

山岡B&G海洋センター プールテント修繕工事 1.3

上矢作体育館 玄関建屋雨漏り修繕工事 9.8

大井こども園　ほか８こども園 トイレ洋式化改修他 165.1

大井小学校　ほか８小学校 教室改修工事他 45.8

恵那東中学校　ほか７中学校 トイレ洋式化工事他 138.2

年度 施設名称 工事内容

Ｒ４年度
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１１．公共建築物小分類別再配置指針 

 

■行政系施設：庁舎 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、市民ニーズに応じた窓

口サービスを提供するとともに、健全な行財政運営により、行政サー

ビスを継続的・効果的に提供します。また、将来にわたって持続可能

な行政サービスを維持するため、長期的な視点を持って、公共施設の

統廃合や長寿命化及びインフラ施設の更新や修繕などを計画的に行う

ことにより、財政負担を軽減・平準化し、利用者の安心・安全を確保

するとともに、市民の協力と理解を得ながら、公共施設等の適正な配

置や維持管理に取り組みます。 

 

現在の施設状況 

・平成 26 年 11 月に市役所西庁舎が完成し、市保健センター・教育委員

会（教育研究所）や分散していた部課を本庁舎と西庁舎に集約しまし

た。 

・大井町・長島町以外の 11 地域には振興事務所が配置されています。 

✧東野・三郷町・武並町・笠置町・中野方町・飯地町・串原・上矢作

町の振興事務所はコミュニティセンターと統合しています。 

✧串原振興事務所、コミュニティセンターは、サンホールくしはらと

統合しました。 

 

再配置の指針 

・本庁舎は市域施設、各振興事務所は地域拠点施設と捉えます。 

・各振興事務所は、各コミュニティセンターを含む他施設と統合し、１

施設多機能化を進めます。 

・スペースマネジメントの考え方を導入し、空き部屋・空きスペースを

活用します。 

 

目指す効果 

１１．公共建築物小分類別再配置指針 

 

■行政系施設：庁舎 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、市民ニーズに応じた窓

口サービスを提供するとともに、健全な行財政運営により、行政サー

ビスを継続的・効果的に提供します。また、将来にわたって持続可能

な行政サービスを維持するため、長期的な視点を持って、公共施設の

統廃合や長寿命化及びインフラ施設の更新や修繕などを計画的に行う

ことにより、財政負担を軽減・平準化し、利用者の安心・安全を確保

するとともに、市民の協力と理解を得ながら、公共施設等の適正な配

置や維持管理に取り組みます。 

 

現在の施設状況 

・平成 26 年 11 月に市役所西庁舎が完成し、市保健センター・教育委員

会（教育研究所）や分散していた部課を本庁舎と西庁舎に集約しまし

た。 

・大井町・長島町以外の 11 地域には振興事務所が配置されています。 

✧東野・三郷町・武並町・笠置町・中野方町・飯地町・串原・上矢作

町の振興事務所はコミュニティセンターと統合しています。 

✧串原振興事務所、コミュニティセンターは、サンホールくしはらと

統合しました。 

 

再配置の指針 

・本庁舎は市域施設、各振興事務所は地域拠点施設と捉えます。 

・各振興事務所は、各コミュニティセンターを含む他施設と統合し、１

施設多機能化を進めます。 

・スペースマネジメントの考え方を導入し、空き部屋・空きスペースを

活用します。 

 

目指す効果 
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・集約による公共建築物保有量の減少に寄与すること。 

 

 

 

■行政系施設：消防署・消防団 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、病院や診療所との連携

など、地域の医療体制を充実させるとともに、急病やけがなどから命

を救うことができる救急体制の充実を目指します。「第４次恵那市行

財政改革行動計画」では、消防署所の適正配置について、整備の方向

性を検討します。また、消防団が活動しやすい拠点施設の適正配置

は、地元消防団の意見を尊重し、地域の安心・安全を考慮した上で、

公共施設との複合化も視野に入れた統廃合を継続します。 

 

現在の施設状況 

・消防署所は市内に５箇所あり、恵那消防署が旧恵那市地域、中野方救

急分遣所が中野方、笠置、飯地地域、岩村消防署が岩村・山岡一部地

域、岩村消防署上矢作分署が上矢作・串原一部地域、明智消防署が明

智・山岡一部及び串原一部地域を管轄しています。 

・消防団の拠点施設、消防器具庫は市内全域に 52 箇所あります。 

・平成 25 年度に山岡分団の原器具庫と原小型器具庫を統合し、原消防

器具庫を建設しました。 

・平成 26 年度に明智分団の新町器具庫と横通器具庫を統合し、新町消

防器具庫を建設しました。 

・平成 27 年度に串原分団木根地区の器具庫を統合しました。 

・平成 28 年度に上矢作基幹集落センターに３つの器具庫を統合し、複

合施設として活用を開始しました。 

・平成 29 年度に串原分団１部相走消防器具庫と川ヶ渡消防器具庫を廃

止し、森上消防器具庫に統合しました。 

・平成 30 年度に明智分団の門野消防器具庫、野志消防器具庫、市場消

防器具庫を統合し、第１部消防器具庫を建設しました。 

・集約による公共建築物保有量の減少に寄与すること。 

 

 

 

■行政系施設：消防署・消防団 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、病院や診療所との連携

など、地域の医療体制を充実させるとともに、急病やけがなどから命

を救うことができる救急体制の充実を目指します。「第４次恵那市行

財政改革行動計画」では、消防署所の適正配置について、整備の方向

性を検討します。また、消防団が活動しやすい拠点施設の適正配置

は、地元消防団の意見を尊重し、地域の安心・安全を考慮した上で、

公共施設との複合化も視野に入れた統廃合を継続します。 

 

現在の施設状況 

・消防署所は市内に５か所あり、恵那消防署が旧恵那市地域、中野方救

急分遣所が中野方、笠置、飯地地域、岩村消防署が岩村・山岡一部地

域、岩村消防署上矢作分署が上矢作・串原一部地域、明智消防署が明

智・山岡一部及び串原一部地域を管轄しています。 

・消防団の拠点施設、消防器具庫は市内全域に 51 か所あります。 

・平成 25 年度に山岡分団の原器具庫と原小型器具庫を統合し、原消防

器具庫を建設しました。 

・平成 26 年度に明智分団の新町器具庫と横通器具庫を統合し、新町消

防器具庫を建設しました。 

・平成 27 年度に串原分団木根地区の器具庫を統合しました。 

・平成 28 年度に上矢作基幹集落センターに３つの器具庫を統合し、複

合施設として活用を開始しました。 

・平成 29 年度に串原分団１部相走消防器具庫と川ヶ渡消防器具庫を廃

止し、森上消防器具庫に統合しました。 

・平成 30 年度に明智分団の門野消防器具庫、野志消防器具庫、市場消

防器具庫を統合し、第１部消防器具庫を建設しました。 
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・令和元年度に明智分団の大泉消防器具庫、上田消防器具庫、阿妻消防

器具庫を廃止し、大田コミュニティ消防センターに統合しました。 

・令和２年度に上矢作分団の横道大門消防器具庫、横道平井消防器具

庫、島消防器具庫を統合し第 1 部消防器具庫を新設、飯田洞消防器具

庫を廃止し、本郷消防器具庫へ統合しました。 

・令和３年度に東野分団１部小野川消防器具庫を廃止し、東野コミュテ

ィ消防センターへ統合、串原分団松本消防器具庫、中沢消防器具庫を

廃止し、木根消防器具庫に統合しました。 

 

 

 

 

再配置の指針 

・恵那市消防本部通信指令機能を広域施設とする検討を進めます。 

・岩村・明智消防署、上矢作分署は、各施設の老朽化に伴う更新時期を

踏まえて、再配置を検討します。 

・消防器具庫は地域拠点施設ですが、消防団員数等の地域の実情を勘案

し、施設の統合を図り機動力が発揮できるよう効率的な配置を進めま

す。 

 

目指す効果 

・市民の生命や財産を守る機能を充実します。 

・消防団器具庫は、地域消防力・防災力の要であるため、機動力の向上

を図ります。 

 

 

 

■市民文化系施設：集会施設 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、地域の課題を自ら考え

解決に取り組む力（地域自治力）を高め、コミュニティの活性化を図

・令和元年度に明智分団の大泉消防器具庫、上田消防器具庫、阿妻消防

器具庫を廃止し、大田コミュニティ消防センターに統合しました。 

・令和２年度に上矢作分団の横道大門消防器具庫、横道平井消防器具

庫、島消防器具庫を統合し第 1 部消防器具庫を新設。飯田洞消防器具

庫を廃止し、本郷消防器具庫へ統合しました。 

・令和３年度に東野分団１部小野川消防器具庫を廃止し、東野コミュテ

ィ消防センターへ統合。串原分団松本消防器具庫、中沢消防器具庫を

廃止し、木根消防器具庫に統合しました。 

・令和４年度に笠置分団笠置コミュニティ消防センターを廃止し、姫

栗コミュニティ消防センターへ統合。名称を笠置・姫栗コミュニテ

ィ消防センターとしました。 

 

再配置の指針 

・恵那市消防本部通信指令機能を広域施設とする検討を進めます。 

・岩村・明智消防署、上矢作分署は、各施設の老朽化に伴う更新時期を

踏まえて、再配置を検討します。 

・消防器具庫は地域拠点施設ですが、消防団員数等の地域の実情を勘案

し、施設の統合を図り機動力が発揮できるよう効率的な配置を進めま

す。 

 

目指す効果 

・市民の生命や財産を守る機能を充実します。 

・消防団器具庫は、地域消防力・防災力の要であるため、機動力の向上

を図ります。 

 

 

 

■市民文化系施設：集会施設 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、地域の課題を自ら考え

解決に取り組む力（地域自治力）を高め、コミュニティの活性化を図



恵那市公共施設等総合管理計画 新旧対照表（案） 
※改訂箇所を下線で表示しています。 
 
現行 
版頁 現行（旧）令和４年３月改訂 改訂（新）令和５年度改訂 

 

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ることとしております。課題解決のための施策として、サービスや生

活機能を集約した、まちの拠点づくりを推進し、効果的なコミュニテ

ィ活動を推進します。 

・「第４次恵那市行財政改革行動計画」の取組みとして、利用者が地域

に限定される地域集会施設の地元への移譲、または、休止・廃止につ

いて検討を進めます。 

 

現在の施設状況 

・行財政改革の方針に従い、地域集会施設の地元移管を行ってきまし

た。また、近隣に代替施設があるなど必要性の低い集会施設を廃止し

てきました。 

・平成 23 年度に二葉会館（大井町）、中山道四ッ谷休憩所（武並

町）、山岡なもなも会館を地元へ移管し、明智憩いの家を廃止しまし

た。 

・平成 24 年度に山岡上山田コミュニティセンター及び山岡さくら会館

を地元移管しました。 

・平成 26 年度に爪切り地蔵ふれあい会館（山岡町）、山岡花の木会

館、山岡田代集落農事集会所、明智杉野集会センター及び明智東方セ

ンターを地元移管しました。 

・平成 26 年度に明智横通集会センターを地元移管しました。 

・平成 27 年度に恵那市市民の家（大井町）を廃止しました。 

・平成 30 年度に明智生活改善センター（明智町）を廃止しました。 

・令和３年度にふるさと富田会館（岩村町）、飯峡会館（岩村町）をそ

れぞれの地元へ移管しました。 

 

再配置の指針 

・地域集会施設は地域拠点施設と捉え、原則として受益者への移管を進

めます。 

 

目指す効果 

・地域集会施設は、受益者が主体的に活動できる拠点となること。 

 

ることとしております。課題解決のための施策として、サービスや生

活機能を集約した、まちの拠点づくりを推進し、効果的なコミュニテ

ィ活動を推進します。 

・「第４次恵那市行財政改革行動計画」の取組みとして、利用者が地域

に限定される地域集会施設の地元への移譲、または、休止・廃止につ

いて検討を進めます。 

 

現在の施設状況 

・行財政改革の方針に従い、地域集会施設の地元移管を行ってきまし

た。また、近隣に代替施設があるなど必要性の低い集会施設を廃止し

てきました。 

・平成 23 年度に二葉会館（大井町）、中山道四ッ谷休憩所（武並

町）、山岡なもなも会館を地元へ移管し、明智憩いの家を廃止しまし

た。 

・平成 24 年度に山岡上山田コミュニティセンター及び山岡さくら会館

を地元移管しました。 

・平成 26 年度に爪切り地蔵ふれあい会館（山岡町）、山岡花の木会

館、山岡田代集落農事集会所、明智杉野集会センター及び明智東方セ

ンターを地元移管しました。 

・平成 26 年度に明智横通集会センターを地元移管しました。 

・平成 27 年度に恵那市市民の家（大井町）を廃止しました。 

・平成 30 年度に明智生活改善センター（明智町）を廃止しました。 

・令和３年度にふるさと富田会館（岩村町）、飯峡会館（岩村町）をそ

れぞれの地元へ移管しました。 

 

再配置の指針 

・地域集会施設は地域拠点施設と捉え、原則として受益者への移管を進

めます。 

 

目指す効果 

・地域集会施設は、受益者が主体的に活動できる拠点となること。 
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■市民文化系施設：文化センター・文化ホール 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、芸術・文化、スポー

ツ、社会貢献活動、趣味・娯楽などのさまざまな活動を通じ、楽しみ

ながら充実した人生を送る機会を増やし、暮らしに豊かさを感じられ

るようにします。 

 

現在の施設状況 

・恵那文化センター（長島町）は市内最大のホール（912 席）を備えて

います。築後 30 年以上経ちますが、大規模改修を行いリニューアル

しました。 

・明智かえでホールは 483 席の収容力がありますが、地域での利用はあ

まり多くありません。 

・明智文化センターは集会室、研修室、会議室などを備えています。 

・平成 28 年度に、串原振興事務所及び串原コミュニティセンターをサ

ンホールくしはらに統合し複合施設として利用を開始しました。 

 

再配置の指針 

・文化センター・文化ホールは市域施設であり、１つの拠点に集約しま

す。 

 

目指す効果 

・文化センター・文化ホールの事業内容、施設機能が充実します。 

・市民や文化活動団体の交流が深まります。 

 

 

 

■市民文化系施設：その他文化施設（美術館・資料館） 

 

 

 

■市民文化系施設：文化センター・文化ホール 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、芸術・文化、スポー

ツ、社会貢献活動、趣味・娯楽などのさまざまな活動を通じ、楽しみ

ながら充実した人生を送る機会を増やし、暮らしに豊かさを感じられ

るようにします。 

 

現在の施設状況 

・恵那文化センター（長島町）は市内最大のホール（912 席）を備えて

います。平成 20 年と令和元年に大規模改修を行いリニューアルしま

した。 

・明智かえでホールは 483 席の収容力がありますが、平成６年の開館以

降、大規模な改修を行っていません。 

・明智文化センターは集会室、研修室、会議室などを備えています。 

・平成 28 年度に、串原振興事務所及び串原コミュニティセンターをサ

ンホールくしはらに統合し複合施設として利用を開始しました。 

 

再配置の指針 

・文化センター・文化ホールは市域施設であり、１つの拠点に集約しま

す。 

 

目指す効果 

・文化センター・文化ホールの事業内容、施設機能が充実します。 

・市民や文化活動団体の交流が深まります。 

 

 

 

■市民文化系施設：その他文化施設（美術館・資料館） 
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恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、伝統芸能、祭り、歴史

的な街並みなどの独自の歴史・文化を伝える文化財を保全・継承しつ

つ、まちづくりに活かし、郷土への誇りと愛着を醸成します。また、

文化財、伝統文化財の保全継承に向けた地域づくりを進めます。 

 

現在の施設状況 

・大井町には、中山道の宿場町として発展した大井宿の文化と芸術を伝

える中山道広重美術館とひし屋資料館があり、平成 27 年には明治天

皇大井行在所の寄附を受け、まちづくりの拠点として活用していま

す。 

・岩村城の城下町には多数の歴史的建造物と資料館が集中しています。

・山岡町と串原には郷土資料館があり、明智町には市の指定文化財であ

る旧三宅家の近世農家建築が残されています。 

・令和元年に、明治天皇大井行在所の改修工事と長屋門の移築を行いま

した。 

 

 

 

再配置の指針 

・美術館、文化財や歴史的建造物は、民間活力を導入し、文化の保存、

継承とともに、その活用に努めます。 

・資料を保存している資料館等は、同種施設と捉え、集約を図り、市域

施設として資料の保存・展示を行います。 

 

目指す効果 

・歴史的資料等の保存、展示を適切に実施し、恵那市の文化や風土を引

き継ぎます。 

・学校教育と連携して児童・生徒が地域の歴史・風俗を学び、郷土愛を

育みます。 

 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、伝統芸能、祭り、歴史

的な街並みなどの独自の歴史・文化を伝える文化財を保全・継承しつ

つ、まちづくりに活かし、郷土への誇りと愛着を醸成します。また、

文化財の保全・継承に向けた地域づくりを進めます。 

 

現在の施設状況 

・美術館施設は中山道広重美術館があります。 

・資料館施設は、合併前に資料館として整備された施設があります。

（おおわご遺跡資料館、岩村歴史資料館、岩村民俗資料館、山岡郷

土史料館、串原郷土館） 

・資料館施設は、昭和 48 年～平成４年に建設されており、施設の老朽

化も目立っています。 

・そのほか歴史的建造物の公開施設があります。その中には市指定文

化財も含まれています。（中山道ひし屋資料館、木村邸資料館、工

芸の館土佐屋、江戸城下町の館勝川家、いわむら美術の館、旧石橋

家住宅、岩村藩鉄砲鍛冶加納家、旧三宅家、明治天皇大井行在所、

長屋門） 

 

再配置の指針 

・美術館、文化財や歴史的建造物は、民間活力を導入し、文化の保存、

継承とともに、その活用に努めます。 

・資料を保存している資料館等は、同種施設と捉え、集約を図り、市域

施設として資料の保存・展示を行います。 

 

目指す効果 

・歴史的資料等の保存、展示を適切に実施し、恵那市の文化や風土を引

き継ぎます。 

・学校教育と連携して児童・生徒が地域の歴史・風俗を学び、郷土愛を

育みます。 
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■保健・福祉系施設：社会福祉施設 

 

恵那市の政策・計画 

・住み慣れた地域で、健康で自立した生活ができるよう、社会福祉協議

会を中心とした活動や、地域住民による主体的な地域福祉活動を促進

するため、あらゆるニーズに対応できる窓口と総合的な相談窓口の設

置に努めます。 

・「障がい者計画」に基づき、障がいのある人の一般就労への移行支援

や地域活動、文化活動などの参加機会への支援に積極的に取り組みま

す。 

 

 

現在の施設状況 

・恵那市福祉センター（大井町）、岩村福祉センター、明智福祉センタ

ー、串原福祉センターの４つの福祉センターを設置しており、４施設

とも管理・運営を指定管理者として恵那市社会福祉協議会が行ってい

ます。本市の福祉行政の窓口として福祉施策の実施、福祉情報の提

供、福祉相談などを行っています。 

・山岡健康増進センターと山岡デイサービスセンターゆとり、山岡ショ

ートステイほのぼの荘、山岡診療所の４施設は一体になった施設で、

それぞれ指定管理者制度により管理・運営しています。山岡健康増進

センターでは、高齢者の健康増進や地域住民の福祉向上のために、健

康講座などの保健福祉事業を行っています。 

・障がい福祉サービス事業所明智ひとつばたごは、恵那市社会福祉協議

会を指定管理者として運営しています。障がい福祉サービス就労継続

支援Ｂ型事業所として、障がいのある人が生きがいを持ち、自立を目

指して生活することを支援しています。 

 

 

 

 

 

■保健・福祉系施設：社会福祉施設 

 

恵那市の政策・計画 

・「第４次恵那市地域福祉計画」では、誰もが住み慣れた地域で生き

がいを持ち、暮らすことができる地域共生社会の実現に向け、社会

福祉協議会を中心とした地域住民による主体的な地域福祉活動を促進

するため、あらゆるニーズに対応できる窓口と総合的な相談窓口の設

置に努めます。 

・「第３次恵那市障がい者計画」に基づき、障がいのある人の就労を促

進するため、多様な受け皿の確保に取り組みます。また、就労や就

労定着に係る訓練や相談等の支援を行います。 

 

現在の施設状況 

・恵那市福祉センター（大井町）、岩村福祉センター、明智福祉センタ

ー、串原福祉センターの４つの福祉センターを設置しており、４施設

とも管理・運営を指定管理者として恵那市社会福祉協議会が行ってい

ます。恵那市の地域福祉活動の拠点として福祉施策の実施、福祉情報

の提供、福祉相談などを行っています。 

・恵那市福祉センターは児童センターを併設し、岩村、明智、串原福

祉センターはデイサービスセンターを併設しています。また、災害

時の福祉避難所として指定されています。 

・山岡健康増進センターと山岡デイサービスセンターゆとり、山岡ショ

ートステイほのぼの荘、山岡診療所の４施設は一体になった施設で、

それぞれ指定管理者制度により管理・運営しています。山岡健康増進

センターでは、高齢者の健康増進や地域住民の福祉向上のために、健

康講座などの保健福祉事業を行っています。 

・障がい福祉サービス事業所明智ひとつばたごは、恵那市社会福祉協議

会を指定管理者として運営しています。障がい福祉サービス就労継続

支援Ｂ型事業所として、障がいのある人が生きがいを持ち、自立を目

指して生活することを支援しています。 
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再配置の指針 

・社会福祉施設は、当面、指定管理者制度導入施設として継続します

が、将来に渡っては民間移譲も検討していきます。 

・各福祉センターは、市域施設と捉え、集約化を進め、よりよい福祉サ

ービスが提供できる施設としていきます。 

・山岡健康増進センター等は、保健・福祉・医療の連携により一体的に

整備された市域施設であり、市民の健康増進を図るため、市域全体で

利用しやすい施設としていきます。 

 

目指す効果 

・民間のノウハウの活用により、より質の高いサービスの提供が可能と

なります。 

 

 

 

 

■保健・社会系施設：高齢福祉施設 

 

恵那市の政策・計画 

・「第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画」に基づき、地域の特性

に応じた高齢者施策の推進、介護保険制度の運営に努めます。 

・介護を受けながら安心して暮らすサービスの充実のために、要介護状

態に応じたサービスが享受でき、地域で安心して住み続けられるよ

う、地域密着型サービスの提供体制を充実します。 

 

現在の施設状況 

・地域ごとに高齢福祉施設と社会福祉施設が近くに集まっており、各地

域の福祉拠点になっています。 

・旧恵那市地域では中心市街（大井町・長島町）と三郷町に高齢福祉施

設があり、恵南地域では地域ごとに施設が配置されています。 

・平成 28 年度に、特別養護老人ホーム福寿苑、ショートステイ、デイ

サービスは指定管理者制度を導入しました。 

再配置の指針 

・社会福祉施設は、当面、指定管理者制度導入施設として継続します

が、将来に渡っては民間移譲も検討していきます。 

・各福祉センターは、市域施設と捉え、集約化を進め、よりよい福祉サ

ービスが提供できる施設としていきます。 

・山岡健康増進センター等は、保健・福祉・医療の連携により一体的に

整備された市域施設であり、市民の健康増進を図るため、市域全体で

利用しやすい施設としていきます。 

 

目指す効果 

・誰もが身近な地域において、地域とのつながりが得られるよう、利

用しやすい居場所や拠点の整備、交流の機会づくりに取り組みま

す。 

 

 

 

■保健・社会系施設：高齢福祉施設 

 

恵那市の政策・計画 

・「第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画」に基づき、地域の特性

に応じた高齢者施策の推進、介護保険制度の運営に努めます。 

・介護を受けながら安心して暮らすサービスの充実のために、要介護状

態に応じたサービスが享受でき、地域で安心して住み続けられるよ

う、地域密着型サービスの提供体制を充実します。 

 

現在の施設状況 

・地域ごとに高齢福祉施設と社会福祉施設が近くに集まっており、各地

域の福祉拠点になっています。 

・旧恵那市地域では中心市街（大井町・長島町）と三郷町に高齢福祉施

設があり、恵南地域では地域ごとに施設が配置されています。 

・平成 28 年度に、特別養護老人ホーム福寿苑、ショートステイ、デイ

サービスは指定管理者制度を導入しました。 
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・平成 30 年度に、介護老人保健施設ひまわり（明智町）は、指定管理

者制度を導入しました。 

 

再配置の指針 

・介護サービスを提供する施設は、当面、指定管理者制度導入施設とし

て継続します。 

・市域での民間施設の進出状況を踏まえ、民営化が可能な施設について

は民営化を積極的に進めます。 

 

目指す効果 

・民間のノウハウの活用により、より質の高いサービスの提供が可能と

なります。 

 

 

 

■保健・福祉系施設：保健センター 

 

恵那市の政策・計画 

・市民が心身ともに健全な生活を送ることができるように、「恵那市い

きいきヘルシープラン２」と題し、健康増進を図る具体的な計画を策

定しました。そして、生活習慣病を予防するための健康診断受診率の

向上、個別保健指導による健康管理を支援してきました。 

・市民一人ひとりの健康づくりや生活習慣病予防の意識を高め、市民の

自主的な健康管理や健康づくり活動を促進します。 

 

現在の施設状況 

・恵那市保健センター（長島町）、岩村保健センター、かみやはぎ総合

保健福祉センターの３施設があり、全て恵那市直営で運営を行ってい

ます。 

・恵那市保健センターは、市役所西庁舎の竣工とともに西庁舎２Ｆに移

転しました。 

・岩村福祉センターは、デイサービスセンター、岩村保健センターの複

・平成 30 年度に、介護老人保健施設ひまわり（明智町）は、指定管理

者制度を導入しました。 

 

再配置の指針 

・介護サービスを提供する施設は、当面、指定管理者制度導入施設とし

て継続します。 

・市域での民間施設の進出状況を踏まえ、民営化が可能な施設について

は民営化を積極的に進めます。 

 

目指す効果 

・民間のノウハウの活用により、より質の高いサービスの提供が可能と

なります。 

 

 

 

■保健・福祉系施設：保健センター 

 

恵那市の政策・計画 

・市民が心身ともに健全な生活を送ることができるように、「恵那市い

きいきヘルシープラン」と題し、健康増進を図る具体的な計画を策定

しました。そして、生活習慣病を予防するための健康診断受診率の向

上、個別保健指導による健康管理を支援してきました。 

・市民一人ひとりの健康づくりや生活習慣病予防の意識を高め、市民の

自主的な健康管理や健康づくり活動を促進します。 

 

現在の施設状況 

・恵那市保健センター（長島町）、岩村保健センター、かみやはぎ総合

保健福祉センターの３施設があり、全て恵那市直営で運営を行ってい

ます。 

・恵那市保健センターは、市役所西庁舎２Ｆに設置しています。 

・岩村福祉センターは、デイサービスセンター、岩村保健センターの複

合機能施設となっています。 
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合機能施設となっています。 

・明智保健センターは、平成 28 年度に廃止しました。保健事業は、他

施設の有効活用を図り実施します。 

 

再配置の指針 

・各保健センターは、直営施設として継続し、市域での保健指導施設と

位置付けます。 

・かみやはぎ総合福祉センターは、国保上矢作病院と連携して事業を進

めているため、国保上矢作病院の再整備計画と併せて検討を行いま

す。 

 

目指す効果 

・市民の自主的な健康管理や健康づくり活動を支援するため、より充実

した保健事業を実施します。 

 

 

 

■子育て支援施設：こども園 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、子どもを安心して産み

育てることができる子育て環境をつくります。また未満児の入園希望

者が年々増えているため、未満児を預かることのできない園を改修し

て、一人でも多くの園児を受け入れることを目指します。 

 

現在の施設状況 

・合併後、保育園の統合と適正配置を進めてきました。 

・平成 20 年度に武並保育園と藤へき地保育園（武並町）を統合し、新

しい武並保育園を開園しました。 

・平成 23 年度に明智保育園を移転新築しました。 

・平成 24 年度に佐々良木保育園（三郷町）と野井保育園（三郷町）を

統合し、みさと保育園を開園しました。 

 

 

 

 

再配置の指針 

・各保健センターは、直営施設として継続し、市域での保健指導施設と

位置付けます。 

・かみやはぎ総合保健福祉センターは、国保上矢作病院と連携して事業

を進めているため、国保上矢作病院の再整備計画と併せて検討を行い

ます。 

 

目指す効果 

・市民の自主的な健康管理や健康づくり活動を支援するため、より充実

した保健事業を実施します。 

 

 

 

■子育て支援施設：こども園 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、子どもを安心して産み

育てることができる子育て環境をつくります。また未満児の入園希望

者が年々増えているため、未満児を預かることのできない園を改修し

て、一人でも多くの園児を受け入れることを目指します。 

 

現在の施設状況 

・合併後、保育園の統合と適正配置を進めてきました。 

・平成 27 年度から公立の幼稚園・保育園は、幼保一元化により全てこ

ども園に移行しました。 

・平成 28 年度に明智こども園に吉田こども園を統合しました。 

・平成 30 年度に長島こども園と二葉こども園を統合し、おさしま二葉

こども園を開園しました。 
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・平成 26 年度に中野方保育園を移転新築しました。 

・平成 28 年度に明智こども園に吉田こども園を統合しました。 

・平成 30 年度に長島こども園と二葉こども園を統合し、おさしま二葉

こども園を開園しました。 

・平成 27 年度から公立の幼稚園・保育園は、幼保一元化により全てこ

ども園に移行しました。 

・城ヶ丘こども園（大井町）は平成 22 年度から、長島こども園は平成

24 年度から指定管理者制度を導入しました。平成 27 年度から岩村こ

ども園にも指定管理者制度を導入しました。 

 

再配置の指針 

・現状のサービスの提供方法を継続し、地域の子育ての拠点として進め

ます。 

 

目指す効果 

・家族だけでなく地域で子どもを安心して産み育て、子どもが健やかに

成長できる環境を提供します。 

・妊娠、出産、子育てまでの切れ目のない包括的な支援体制を構築しま

す。 

 

 

 

■子育て支援施設：児童福祉施設 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、安心して日々の暮らし

を送ることができ、誰もが活躍できる社会を目指します。 

・放課後児童クラブ（学童保育所）は、平成 30 年９月に国より示され

た「新・放課後子ども総合プラン」及び、令和２年３月に策定した

「恵那市放課後子ども総合プラン」に基づき、今後の放課後児童対策

の取組を推進します。 

 

・直営施設として、大井こども園、やまびここども園、東野こども

園、みさとこども園、武並こども園、中野方こども園、飯地こども

園、山岡こども園、明智こども園、串原こども園、上矢作こども園

があります。 

・城ヶ丘こども園、おさしま二葉こども園、岩村こども園には指定管

理者制度を導入しています。 

 

 

 

 

再配置の指針 

・現状のサービスの提供方法を継続し、地域の子育ての拠点として進め

ます。 

 

目指す効果 

・家族だけでなく地域で子どもを安心して産み育て、子どもが健やかに

成長できる環境を提供します。 

・妊娠、出産、子育てまでの切れ目のない包括的な支援体制を構築しま

す。 

 

 

 

■子育て支援施設：児童福祉施設 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、安心して日々の暮らし

を送ることができ、誰もが活躍できる社会を目指します。 

・放課後児童クラブ（学童保育所）は、平成 30 年９月に国より示され

た「新・放課後子ども総合プラン」及び、令和２年３月に策定した

「恵那市放課後子ども総合プラン」に基づき、今後の放課後児童対策

の取組を推進します。 
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現在の施設状況 

・児童館は大井児童センター、中野児童センター（長島町）の２施設が

設置されています。いずれも指定管理者として恵那市社会福祉協議会

が管理・運営を行っています。 

・こども元気プラザ（長島町）は、就学前の子育てサービス施設とし

て、利用者が多い施設となっています。 

・こども発達センターは、旧恵那市域に「にじの家（大井町）」、恵南

地域に「おひさま（山岡町）」の２施設があり、いずれも指定管理者

として恵那市社会福祉協議会が管理・運営を行っています。 

・３か所の児童遊園は、維持管理をシルバー人材センターに委託してい

ます。 

・長島学童保育所は平成 31 年４月から、おさしま二葉こども園の開園

に伴い、旧長島こども園の施設を活用して運営を行っています。 

・平成 29 年度に市立恵那病院の旧棟を活用して、病児保育所を開所し

ました。 

 

再配置の指針 

・直営施設として運営している施設は、積極的に指定管理者制度導入施

設へ移行し、地域拠点施設として利用率向上を図ります。 

・他の施設や制度を総合的に判断し、代替施設の設置が可能な場合は、

施設の廃止も検討していきます。 

 

目指す効果 

・妊娠、出産、子育てまでの切れ目のない包括的な支援体制を構築しま

す。 

・放課後の子どもの居場所を確保し、働きながら安心して子育てができ

る環境をつくります。 

 

 

 

■産業系施設：農業施設 

 

現在の施設状況 

・児童館は大井児童センター、中野児童センター（長島町）の２施設が

設置されています。いずれも指定管理者として恵那市社会福祉協議会

が管理・運営を行っています。 

・こども元気プラザ（長島町）は、就学前の子育てサービス施設とし

て、利用者が多い施設となっています。 

・こども発達センターは、旧恵那市域に「にじの家（大井町）」、恵南

地域に「おひさま（山岡町）」の２施設があり、いずれも指定管理者

として恵那市社会福祉協議会が管理・運営を行っています。 

・３か所の児童遊園は、維持管理をシルバー人材センターに委託してい

ます。 

・平成 29 年度に市立恵那病院の旧棟を活用して、病児保育所を開所し

ました。 

 

 

 

再配置の指針 

・他の施設や制度を総合的に判断し、代替施設の設置が可能な場合は、

施設の廃止も検討していきます。 

 

 

 

目指す効果 

・妊娠、出産、子育てまでの切れ目のない包括的な支援体制を構築しま

す。 

・放課後の子どもの居場所を確保し、働きながら安心して子育てができ

る環境をつくります。 

 

 

 

■産業系施設：農業施設 

 



恵那市公共施設等総合管理計画 新旧対照表（案） 
※改訂箇所を下線で表示しています。 
 
現行 
版頁 現行（旧）令和４年３月改訂 改訂（新）令和５年度改訂 

 

16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

84 

 

 

 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、新分野産業の育成、既

存企業の育成、農林業の経営基盤の強化など、産業の高度化・転換を

推進し、安定した雇用と地域の活力を高めます。 

・広報活動等により市民の自然に対する理解を促進します。 

 

現在の施設状況 

・農業施設のなかで、農用地の保全または生産基盤としての機能を有す

る施設は、ため池・防災ダム（３施設）です。 

・農村地域の生活環境整備、就農者の確保・育成等を目的とした施設が

大半を占めます。 

・平成 28 年度に山岡農村婦人の家を廃止しました。 

・平成 30 年度にアグリパーク恵那総合管理センターを移譲しました。 

・令和３年度に山岡花・野菜育苗施設は指定管理者制度が導入されま

す。 

・平成 23～令和２年度までに 11 施設が移譲・廃止されました。 

 

再配置の指針 

・ため池、防災ダム（３施設）を除いて、原則、民間等に委ねられる施

設と捉え、民間移譲や指定管理者指定を進めます。 

 

目指す効果 

・農用地の保全機能を維持します。 

・受益者が主体的に活動できる拠点となります。 

 

 

 

■産業系施設：林業施設 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、自然環境や農地の保全

活動を推進すること、魅力ある自然環境空間づくりを進めることと

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、新分野産業の育成、既

存企業の育成、農林業の経営基盤の強化など、産業の高度化・転換を

推進し、安定した雇用と地域の活力を高めます。 

・広報活動等により市民の自然に対する理解を促進します。 

 

現在の施設状況 

・農業施設のなかで、農用地の保全または生産基盤としての機能を有す

る施設は、ため池・防災ダム（３施設）です。 

・農村地域の生活環境整備、就農者の確保・育成等を目的とした施設が

大半を占めます。 

・平成 28 年度に山岡農村婦人の家を廃止しました。 

・平成 30 年度にアグリパーク恵那総合管理センターを移譲しました。 

・令和３年度に山岡花・野菜苗育苗施設は指定管理者制度が導入されま

した。 

・平成 23～令和４年度までに 11 施設が移譲・廃止されました。 

 

再配置の指針 

・ため池、防災ダム（３施設）を除いて、原則、民間等に委ねられる施

設と捉え、民間移譲や指定管理者指定を進めます。 

 

目指す効果 

・農用地の保全機能を維持します。 

・受益者が主体的に活動できる拠点となります。 

 

 

 

■産業系施設：林業施設 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、自然環境や農地の保全

活動を推進すること、魅力ある自然環境空間づくりを進めることと
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し、以下の施策を掲げています。 

✧自然環境保全団体を支援し、きめ細やかな森林整備を進めます。 

✧広報活動等により市民の自然に対する理解を促進します。 

✧良好な自然景観を守りつつ、景観を活かしたまちの魅力を高める活

動を進めます。 

✧水源だけでなく、美しい景観やまちを守るための活動を推進しま

す。 

 

現在の施設状況 

・上矢作林業センターは、林業生産の合理化、生産性の向上を図るため

の実技訓練及び相互研鑚を目的とした施設でしたが、平成 29 年度に

民間移譲しました。 

 

再配置の指針 

・民間移譲したため完了。 

 

目指す効果 

・民間移譲したため完了。 

 

 

 

■産業系施設：商工施設 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、新分野産業の育成、既

存企業の育成、農林業の経営基盤の強化など、産業の高度化・転換を

推進し、安定した雇用と地域の活力を高めます。 

 

現在の施設状況 

・鉄道駅に隣接する駐車場・自転車駐車場は、指定管理者制度を導入し

ています。 

・上矢作共同作業所は、就労及び所得確保の場を創出することを目的と

し、以下の施策を掲げています。 

✧自然環境保全団体を支援し、きめ細やかな森林整備を進めます。 

✧広報活動等により市民の自然に対する理解を促進します。 

✧良好な自然景観を守りつつ、景観を活かしたまちの魅力を高める活

動を進めます。 

✧水源だけでなく、美しい景観やまちを守るための活動を推進しま

す。 

 

現在の施設状況 

・上矢作林業センターは、林業生産の合理化、生産性の向上を図るため

の実技訓練及び相互研鑚を目的とした施設でしたが、平成 29 年度に

民間移譲しました。 

 

再配置の指針 

・民間移譲したため完了。 

 

目指す効果 

・民間移譲したため完了。 

 

 

 

■産業系施設：商工施設 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、新分野産業の育成、既

存企業の育成、農林業の経営基盤の強化など、産業の高度化・転換を

推進し、安定した雇用と地域の活力を高めます。 

 

現在の施設状況 

・鉄道駅に隣接する駐車場・自転車駐車場は、指定管理者制度を導入し

ています。 

・上矢作共同作業所は、就労及び所得確保の場を創出することを目的と
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して設置しています。 

 

再配置の指針 

・駐車場、駐輪場は、指定管理者制度導入施設として継続し、市域施設

として公共交通の補完施設とします。 

・利用者が特定の企業・組織等に限定される施設については施設のあり

方を検討します。 

 

目指す効果 

・生まれ育ったまちに住み続けられるよう通勤・通学環境の向上が図ら

れます。 

・継続した雇用の確保が図られます。 

 

 

 

■産業系施設：観光施設 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、地域が主体となって地

域資源の魅力を磨き上げ、内外にその魅力を発信し、観光まちづくり

や都市農村交流などを通じて、まちの活力を高めます。 

✧恵那の魅力発掘とブランド化、観光基盤の整備を進めます。 

✧滞在・周遊を意識した観光商品の開発を推進します。 

✧恵那の魅力を戦略的に発信します。 

 

現在の施設状況 

・８割以上の観光施設で既に指定管理者制度を導入済みです。 

・観光施設は恵南地域に多く立地し、特に明智町では大正村関連施設が

集中しています。 

・岩村町や明智町には、単なる集客施設ではなく、歴史的建築物として

文化財的価値を有する施設があります。 

・複数の施設が近接することで、複合観光施設としての役割を果たして

して設置しています。 

 

再配置の指針 

・駐車場、駐輪場は、指定管理者制度導入施設として継続し、市域施設

として公共交通の補完施設とします。 

・利用者が特定の企業・組織等に限定される施設については施設のあり

方を検討します。 

 

目指す効果 

・生まれ育ったまちに住み続けられるよう通勤・通学環境の向上が図ら

れます。 

・継続した雇用の確保が図られます。 

 

 

 

■産業系施設：観光施設 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、地域が主体となって地

域資源の魅力を磨き上げ、内外にその魅力を発信し、観光まちづくり

や都市農村交流などを通じて、まちの活力を高めます。 

✧恵那の魅力発掘とブランド化、観光基盤の整備を進めます。 

✧滞在・周遊を意識した観光商品の開発を推進します。 

✧恵那の魅力を戦略的に発信します。 

 

現在の施設状況 

・８割以上の観光施設で既に指定管理者制度を導入済みです。 

・観光施設は恵南地域に多く立地し、特に明智町では大正村関連施設が

集中しています。 

・岩村町や明智町には、単なる集客施設ではなく、歴史的建築物として

文化財的価値を有する施設があります。 

・複数の施設が近接することで、複合観光施設としての役割を果たして
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います。 

・令和２年度に、恵那峡ビジターセンターを開設しました。 

 

 

再配置の指針 

・指定管理者制度導入施設の内、民間移譲が可能な施設は、積極的に民

間移譲を進め、集客アップと雇用拡大を目指します。 

・複数の施設が近接して立地し、観光資源としての価値を高められてい

る場合は、これらの施設を一体的に捉え再編を検討します。 

 

目指す効果 

・民間活力を活用し、恵那市の魅力を高め、活気あるまちづくりが進み

ます。 

・多様な観光ニーズに対応するため、他施設との連携を図り、交流人口

の増加を図ります。 

 

 

 

■都市整備系施設：都市公園 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、魅力を活かしたまち並

み（景観）形成を進めるとともに、快適に暮らすことができる計画的

な土地利用を進め、課題解決のため安心安全な憩の空間を創造するこ

ととしています。 

 

現在の施設状況 

・中心市街地（大井町・長島町）に 12 の都市公園が配置されており、

市民に憩いの場を提供しています。 

・令和２年度に、中曽根公園、道垣外公園を整備しました。 

 

再配置の指針 

います。 

・令和元年度に、恵那峡ビジターセンターを開設しました。 

・令和４年度に保古グランピングを開設しました。 

 

再配置の指針 

・指定管理者制度導入施設の内、民間移譲が可能な施設は、積極的に民

間移譲を進め、集客アップと雇用拡大を目指します。 

・複数の施設が近接して立地し、観光資源としての価値を高められてい

る場合は、これらの施設を一体的に捉え再編を検討します。 

 

目指す効果 

・民間活力を活用し、恵那市の魅力を高め、活気あるまちづくりが進み

ます。 

・多様な観光ニーズに対応するため、他施設との連携を図り、交流人口

の増加を図ります。 

 

 

 

■都市整備系施設：都市公園 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、魅力を活かしたまち並

み（景観）形成を進めるとともに、快適に暮らすことができる計画的

な土地利用を進め、課題解決のため安心安全な憩の空間を創造するこ

ととしています。 

 

現在の施設状況 

・中心市街地（大井町・長島町）に 14 の都市公園が配置されており、

市民に憩いの場を提供しています。 

・令和２年度に、中曽根公園、道垣外公園を整備しました。 

 

再配置の指針 
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・都市公園は、直営施設として、地域拠点施設と捉え継続します。 

・施設更新計画を策定し、遊具の設置や管理運営方法を検討します。 

 

目指す効果 

・安心して子どもを産み育てることなど、地域の住環境を充実します。

 

 

 

■都市整備系施設：その他公園 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、魅力を活かしたまち並

み（景観）形成を進めるとともに、快適に暮らすことができる計画的

な土地利用を進めるとし、課題解決のため安心安全な憩の空間を創造

することを基本施策としています。 

 

現在の施設状況 

・山岡町・明智町・串原・上矢作町に計８つの公園が配置されていま

す。豊かな自然との触れ合いの場であり、また、野外活動などの拠点

となっています。 

 

再配置の指針 

・その他公園は、直営施設として継続しますが、地域の実情に合わせた

利活用も検討していきます。 

 

目指す効果 

・地域の実情にあった安心して子どもを産み育てる環境が充実します。

 

 

 

■公営住宅：公営住宅 

 

・都市公園は、直営施設として、地域拠点施設と捉え継続します。 

・施設更新計画を策定し、遊具の設置や管理運営方法を検討します。 

 

目指す効果 

・安心して子どもを産み育てることなど、地域の住環境を充実します。 

 

 

 

■都市整備系施設：その他公園 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、魅力を活かしたまち並

み（景観）形成を進めるとともに、快適に暮らすことができる計画的

な土地利用を進めるとし、課題解決のため安心安全な憩の空間を創造

することを基本施策としています。 

 

現在の施設状況 

・山岡町・明智町・串原・上矢作町に計８つの公園が配置されていま

す。豊かな自然との触れ合いの場であり、また、野外活動などの拠点

となっています。 

 

再配置の指針 

・その他公園は、直営施設として継続しますが、地域の実情に合わせた

利活用も検討していきます。 

 

目指す効果 

・地域の実情にあった安心して子どもを産み育てる環境が充実します。 

 

 

 

■公営住宅：公営住宅 

 



恵那市公共施設等総合管理計画 新旧対照表（案） 
※改訂箇所を下線で表示しています。 
 
現行 
版頁 現行（旧）令和４年３月改訂 改訂（新）令和５年度改訂 

 

21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、「安心して日々を暮ら

せる」を基本施策としています。安心して日々の暮らしを送ることが

でき、誰もが活躍できる社会を目指し、住宅困窮者や低額所得者が安

心して生活できる公営住宅等を供給します。 

・「恵那市公営住宅等長寿命化計画」の方針に基づき、住宅の適正かつ

計画的な維持管理を行うとともに、老朽化が著しいものは廃止してい

きます。また、老朽化した住宅の入居者には、利便性の高い住宅への

移転や住替えを促進し、住宅の集約化を図ります。 

 

現在の施設状況 

・旧恵那市地域は、公営住宅が大井町・長島町に集中しており、団地は

少ないが、大洞（長島町）、鏡山（大井町）、丸池（大井町）は規模

の大きい住宅団地になっています。 

・恵南５地域には、小規模な住宅団地が多数分散配置されています。 

・入居率は、市営住宅 71.2％、特定公共賃貸住宅 50.0％、若者住宅

71.8％、一般住宅 64.3％となっています（令和３年４月１日現

在）。 

・平成 26 年度に東山住宅を廃止しました。 

・平成 29 年度に舟山住宅（市営）、恵那市雇用促進住宅駐車場を廃止

しました。 

・平成 30 年度に舟山住宅（一般）、大正寺団地を廃止しました。 

・令和２年度に法明住宅を廃止しました。 

 

 

再配置の指針 

・公営住宅等は、直営施設として継続しますが、「恵那市公営住宅等長

寿命化計画」により、老朽化した住宅の廃止を行い、管理戸数 612 戸

から 288 戸（令和 13 年度）とします。 

 

目指す効果 

・安心して日々を暮らせる住環境を提供します。 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、「安心して日々を暮ら

せる」を基本施策としています。安心して日々の暮らしを送ることが

でき、誰もが活躍できる社会を目指し、住宅困窮者や低額所得者が安

心して生活できる公営住宅等を供給します。 

・「恵那市公営住宅等長寿命化計画」の方針に基づき、住宅の適正かつ

計画的な維持管理を行うとともに、老朽化が著しいものは廃止してい

きます。また、老朽化した住宅の入居者には、利便性の高い住宅への

移転や住替えを促進し、住宅の集約化を図ります。 

 

現在の施設状況 

・旧恵那市地域は、公営住宅が大井町・長島町に集中しており、団地は

少ないが、大洞（長島町）、鏡山（大井町）、丸池（大井町）は規模

の大きい住宅団地になっています。 

・恵南５地域には、小規模な住宅団地が多数分散配置されています。 

・入居率は、市営住宅 88.3％、特定公共賃貸住宅 42.9％、若者住宅

68.4％、一般住宅 88.9％となっています（令和５年４月１日現

在）。 

・平成 26 年度に東山住宅を廃止しました。 

・平成 29 年度に舟山住宅（市営）、恵那市雇用促進住宅駐車場を廃止

しました。 

・平成 30 年度に舟山住宅（一般）、大正寺団地を廃止しました。 

・令和２年度に法明住宅を廃止しました。 

・令和４年度に矢伏住宅を廃止しました。 

 

再配置の指針 

・公営住宅等は、直営施設として継続しますが、「恵那市公営住宅等長

寿命化計画」により、老朽化した住宅の廃止を行い、管理戸数 612 戸

から 288 戸（令和 13 年度）とします。 

 

目指す効果 

・安心して日々を暮らせる住環境を提供します。 
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■学校教育系施設：小学校・中学校 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、子どもを安心して産み

育てることができる子育て環境をつくります。 

✧放課後のこどもの居場所を確保し、働きながら安心して子育てでき

る環境をつくります。 

✧誰もが必要な教育を受けることができる体制を構築します。 

✧安心して学校へ通うことができる仕組みを構築します。 

 

現在の施設状況 

・平成 26 年度に吉田小学校（明智町）が明智小学校と統合しました。 

・笠置町は地域内に小学校がなく、笠置地域の小学生は木曽川を渡って

すぐの位置にある恵那北小学校（長島町）に通っています。他の地域

には小学校が 1校以上配置されています。 

・旧恵那市地域の中学校は東・西・北の３校に統合されています。 

・飯地、串原小学校は児童数が少なく、複式学級になっています。 

・串原中学校は生徒数が少なく、複式学級になっています。 

・恵那南地区の中学校は生徒数の減少により、「恵那南地区中学校再編

委員会」で中学校の再編について検討され、平成 28 年３月に答申が

提出されました。 

・答申の課題 18 項目の検討・検証を行い、新たに、（仮）恵那市教育

環境検討委員会を立ち上げ、推進していきます。 

 

再配置の指針 

・学校は施設規模や敷地が大きく、放課後児童クラブ、学童保育や地域

コミュニティ、運動・スポーツ活動の場としての活用など多面的に検

討を加え、施設の複合利用・他施設の併設など市民活動の拠点として

の活用も検討します。 

 

 

 

■学校教育系施設：小学校・中学校 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、子どもを安心して産み

育てることができる子育て環境をつくります。 

✧放課後のこどもの居場所を確保し、働きながら安心して子育てでき

る環境をつくります。 

✧誰もが必要な教育を受けることができる体制を構築します。 

✧安心して学校へ通うことができる仕組みを構築します。 

 

現在の施設状況 

・笠置町は地域内に小学校がなく、笠置地域の小学生は木曽川を渡って

すぐの位置にある恵那北小学校（長島町）に通っています。他の地域

には小学校が 1校以上配置されています。 

・旧恵那市地域の中学校は東・西・北の３校に統合されています。 

・飯地、串原、上矢作小学校は児童数が少なく、複式学級になっていま

す。 

・令和４年度「恵那市教育環境等検討委員会」が設置され、恵那南地

区の中学校統合について提言が出されました。提言書に基づき、恵

那南地区統合中学校準備委員会を設置し、令和８年４月統合中学校

の開校に向け準備を進めています。 

 

 

 

再配置の指針 

・各小中学校の配置は、将来を見据えて子どもたちにとって適切な教

育環境の構築に向けて、生徒数などの学校の現状や地域の情勢を把

握し、課題を明確にして課題解決に向けた教育環境の改善を図るこ

とを目的に検討していきます。また、合わせて地域のコミュニティ
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目指す効果 

・学校での質の高い学びを確保し、併せて市民活動の拠点としていきま

す。 

 

 

 

■学校教育施設：学校給食センター 

 

恵那市の政策・計画 

・学校給食については、地元農産物の使用を増やし地産池消を進めると

ともに、近年増加する食物アレルギー対策を行うこととしています。

また、栄養、健康、食文化、地元産物など食に関する知識を学ぶ食育

の推進も目標に掲げています。 

 

現在の施設状況 

・平成 19 年度に上矢作給食センターが岩村給食センターに統合されま

した。 

・恵那市学校給食センターでは小学校９校、中学校３校、こども園２園

と、特別支援学校１校の給食を調理します。岩村学校給食センター

は、令和４年度に廃止し、明智学校給食センターは、小学校・中学校

各３校と、こども園３園の給食を調理します。山岡学校給食センター

では小学校・中学校各２校と、こども園２園の給食を調理します。 

・明智学校給食センター以外の２センターは、「学校給食衛生管理の基

準」改訂前に建設されたため、現行の基準を満たしておらず、施設の

改善が必要です。 

・恵那市学校給食センターでは、食物アレルギーの対応に向けた施設の

整備を行いました。 

 

再配置の指針 

醸成の場や市民のスポーツ活動の場としての活用など多面的に検討

します。 

 

目指す効果 

・付けたい力として「主体性・社会性・郷土愛」を掲げ、学校での質

の高い学びを確保するよう努めていきます。 

 

 

 

■学校教育施設：学校給食センター 

 

恵那市の政策・計画 

・学校給食については、地元農産物の使用を増やし地産池消を進めると

ともに、近年増加する食物アレルギー対策を行っています。また、栄

養、健康、食文化、地元産物など食に関する知識を学ぶ食育の推進も

目標に掲げています。 

 

現在の施設状況 

・恵那市学校給食センターでは小学校９校、中学校３校、こども園２園

と、特別支援学校１校の給食を調理します。 

・明智学校給食センターは、小学校・中学校各３校と、こども園３園の

給食を調理します。山岡学校給食センターでは小学校・中学校各２校

と、こども園２園の給食を調理します。 

・岩村学校給食センターは、令和３年度に廃止しました。 

・令和３年度に恵那市学校給食センターでは、食物アレルギーの対応に

向けた施設の整備を行いました。 

・令和４年度から学校、こども園のモデル校を指定し順次、食物アレ

ルギー対応食を開始しました。３学期からは、すべての学校及びこ

ども園の食物アレルギー対応を実施しました。 

 

 

再配置の指針 
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・学校給食センターは、直営施設として、市域の児童・生徒数を見据え

施設の集約を検討します。 

 

 

目指す効果 

・安全で安心な給食の提供をします。 

 

 

 

■学校教育施設：教職員住宅 

 

恵那市の政策・計画 

・「第４次恵那市行財政改革行動計画」では、未入居状態が続く老朽化

した教職員住宅４施設を廃止して有効活用します。 

 

現在の施設状況 

・現在は、飯地町（１棟２戸）、大井町（１棟 10 戸）、三郷町（１棟

１戸）、岩村町（２棟４戸）、山岡町（２棟４戸）、明智町（１棟

12 戸）、上矢作町（２棟４戸）に教職員住宅があります。 

・飯地町の教職員住宅は、数年間入居がありません。 

・平成 23 年度に川原島教職員住宅（上矢作町）を廃止し、定住促進を

目的とした活用へ転用しました。 

・平成 24 年度に長島、串原の２つの教職員住宅を廃止しました。 

・令和元年度に中野方教職員住宅（１棟２戸）を廃止し定住促進を目的

として活用するため移譲した。 

 

再配置の指針 

・原則、民間に委ねられる施設と位置づけ、廃止していきます。 

 

 

 

 

・市域の児童・生徒・園児数を見据え、恵那市学校給食センターは存

続し、その他の給食センターについても施設の処理能力を考慮し、

存続します。 

 

目指す効果 

・安全で安心な給食の提供をします。 

 

 

 

■学校教育施設：教職員住宅 

 

恵那市の政策・計画 

・「第４次恵那市行財政改革行動計画」では、未入居状態が続く老朽化

した教職員住宅４施設を廃止して有効活用します。 

 

現在の施設状況 

・現在は、大井町（１棟 10 戸）、三郷町（１棟１戸）、岩村町（２棟

４戸）、山岡町（２棟４戸）、明智町（１棟 12 戸）、上矢作町（２

棟４戸）に教職員住宅があります。 

・令和元年度に中野方教職員住宅（１棟２戸）を廃止し定住促進を目的

として活用するため移譲しました。 

・令和４年度に飯地校長住宅（１棟２戸）を廃止しました。 

・岩村町の大将陣教職員住宅の廃止に向けて地域と利活用について協

議を進めています。 

 

 

再配置の指針 

・必要な教職員住宅は確保しつつ、老朽化の伴う教職員住宅について

は廃止を検討していきます。廃止後は地域と利活用について検討し

ていきます。 

 

目指す効果 
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■社会教育系施設：コミュニティセンター・市民会館・図書館 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、学ぶことができる場の

提供を進め、学ぶ習慣の習得を目指します。 

・生涯学習のまちづくりを進めるために、「書に学ぶ」「求めて学ぶ」

「学んで活かす」の３つの柱のもとに、読書に親しみ、学びをひろ

げ、学んだことを地域社会に生かす「市民三学運動」を推進する「三

学のまち推進計画」を平成 22 年度に策定しました。 

 

現在の施設状況 

・東野・三郷町・武並町・笠置町・中野方町・飯地町・串原・上矢作町

のコミュニティセンターは振興事務所と統合しています。 

・市民会館以外の 11 コミュニティセンターには図書室があります。中

央図書館（長島町）と連携して定期的な図書配送を行っており、コミ

ュニティセンターでの予約図書受取と返却も可能になっています。 

・中央図書館は小中学校とも連携しており、教材や朝読書で使用する図

書を配送しています。 

・市民会館（多目的施設）は、利用状況を踏まえ再配置の指針に基づき

検討をします。 

 

再配置の指針 

・コミュニティセンターは直営施設として、振興事務所を含む他施設と

統合し１施設多機能化を進め、地域の市民活動・生涯学習の拠点施設

とします。 

・市民会館は中央公民館の管理下で講座開設や貸館業務を行います。 

・市民会館（多目的施設）は老朽化が進んでいるため、安全対策のため

他施設の利用を検討し同会館は廃止します。 

・安心して日々を暮らせる住環境を提供します。 

 

 

 

■社会教育系施設：コミュニティセンター・市民会館・図書館 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、学ぶことができる場の

提供を進め、学ぶ習慣の習得を目指します。 

・生涯学習のまちづくりを進めるために、「書に学ぶ」「求めて学ぶ」

「学んで活かす」の３つの柱のもとに、読書に親しみ、学びをひろ

げ、学んだことを地域社会に生かす「市民三学運動」を推進する「三

学のまち推進計画」を平成 22 年度に策定しました。 

 

現在の施設状況 

・東野・三郷町・武並町・笠置町・中野方町・飯地町・串原・上矢作町

のコミュニティセンターは振興事務所と統合しています。 

・市民会館以外の 11 コミュニティセンターには図書室があります。中

央図書館（長島町）と連携して定期的な図書配送を行っており、コミ

ュニティセンターでの予約図書受取と返却も可能になっています。 

・中央図書館は小中学校とも連携しており、教材や朝読書で使用する図

書を配送しています。 

・市民会館（多目的施設）は、老朽化が原因となる修繕が続いていま

す。 

 

再配置の指針 

・コミュニティセンターは直営施設として、振興事務所を含む他施設と

統合し１施設多機能化を進め、地域の市民活動・生涯学習の拠点施設

とします。 

・市民会館は中央公民館の管理下で貸館業務や講座開設を行います。 

・市民会館（多目的施設）は老朽化が進んでおり、安全対策のため他施

設の利用を検討し同会館は廃止します。 
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・中央図書館、コミュニティセンター図書室、小中学校の連携を今以上

に推進し、市民の利便性向上を図ります。 

 

目指す効果 

・コミュニティセンターを「地域のまちづくりの拠点」として位置付

け、サービス水準・利便性を向上します。 

 

 

 

■レクリエーション・スポーツ系施設：スポーツ施設 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、多様な文化・スポーツ

などに触れることができる機会の充実を図ります。また、様々な運

動・スポーツ等の活動の質を高め、活動を活発にします。 

・「スポーツ推進計画」では、「スポーツで健幸まちづくり 恵那」を

基本理念としています。 

 

現在の施設状況 

・旧恵那市地域はまきがね公園（長島町）周辺にスポーツ施設が集約し

ており、他地域では中野方グラウンド、毛呂窪グラウンド（笠置

町）、毛呂窪体育館（笠置町）があります。 

・恵南地域では山岡町・明智町・上矢作町の３地域でスポーツ施設が充

実しています。 

・令和元年度に笠置峡ボート・カヌー場を開設しました。 

 

 

 

再配置の指針 

・まきがね公園体育施設は、総合運動施設であるので、恵那市全体のス

ポーツ拠点的施設として活用します。 

・恵南地域のスポーツ施設は、稼働率や利用圏域を考慮して集約を行

・中央図書館、コミュニティセンター図書室、小中学校の連携を今以上

に推進し、市民の利便性向上を図ります。 

 

目指す効果 

・コミュニティセンターを「地域のまちづくりの拠点」として位置付

け、サービス水準・利便性を向上します。 

 

 

 

■レクリエーション・スポーツ系施設：スポーツ施設 

 

恵那市の政策・計画 

・「第２次恵那市総合計画後期基本計画」では、多様な文化・スポーツ

などに触れることができる機会の充実を図ります。また、様々な運

動・スポーツ等の活動の質を高め、活動を活発にします。 

・「スポーツ推進計画」では、「スポーツで健幸まちづくり 恵那」を

基本理念としています。 

 

現在の施設状況 

・まきがね公園運動施設、まきがね西グラウンド、まきがね西体育館

などまきがね公園周辺のスポーツ施設と、Ｂ＆Ｇ海洋センターを中

心とする山岡地区スポーツ施設及び明智地区スポーツ施設は、指定

管理者制度により管理・運営を行っています。 

・その他のスポーツ施設として、中野方グラウンド、毛呂窪グラウン

ド、毛呂窪体育館、笠置峡ボート・カヌー場、岩村グラウンド、上

矢作グラウンド、上矢作体育館があり、直営施設として管理・運営

を行っています。 

 

再配置の指針 

・まきがね公園運動施設は、総合スポーツ施設であるので、恵那市全体

のスポーツ拠点施設として活用します。 

・まきがね公園運動施設以外のスポーツ施設については、生活圏域施
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い、恵南地域のスポーツ拠点とします。また、まきがね公園に次ぐ恵

那市第２のスポーツ拠点として、まきがね公園の施設機能を補完しま

す。 

・地域での運動、スポーツに親しむ機会を創出するため、学校開放施設

やコミュニティセンター等の身近な公共施設を活用して、運動、スポ

ーツ活動の場を提供します。 

 

目指す効果 

・市域で運動、スポーツ活動の質を高め、健幸まちづくりを推進しま

す。 

 

 

■医療系施設：医療施設 

 

恵那市の政策・計画 

・適正な医療が確保され市民が安心して安定的に医療サービスを受ける

ことができるように、公立医療機関の施設整備と医療体制の充実を図

ります。 

・緊急時にもスムーズに対応できるように、近隣の医療機関や市内の医

療施設との連携を強化します。 

 

現在の施設状況 

・市立恵那病院（大井町）は、平成 15 年の移譲受入れ以降、公益社団

法人地域医療振興協会が指定管理者となり管理運営を行っています。

・市立恵那病院（大井町）は、平成 28 年 11 月に新施設が完成してから

５年が経過し、市の中核病院として地域包括医療、救急医療を展開す

るとともに、市民の要望により産婦人科、血液浄化センター、腫瘍総

合ケアセンター、健康管理センターを開設し、更なる医療機能の充

実、強化を図っています。 

・国保上矢作病院は、恵南地区唯一の病院であり、保健・福祉・介護等

に至る包括的な医療を展開しています。 

・地域医療を実施する６つの診療所は、いずれも地域医療の中心施設と

設として配置し、運動・スポーツ活動の場を提供します。また、地

域拠点施設である学校開放施設やコミュニティセンター等の身近な

公共施設を活用して、運動・スポーツ活動の場を提供します。 

 

 

 

 

目指す効果 

・市民の運動・スポーツ環境を整備し、健幸まちづくりを推進します。 

 

 

 

■医療系施設：医療施設 

 

恵那市の政策・計画 

・適正な医療が確保され市民が安心して安定的に医療サービスを受ける

ことができるように、公立医療機関の施設整備と医療体制の充実を図

ります。 

・緊急時にもスムーズに対応できるように、近隣の医療機関や市内の医

療機関との連携を強化します。 

 

現在の施設状況 

・市立恵那病院（大井町）は、平成 15 年の移譲受入れ以降、公益社団

法人地域医療振興協会が指定管理者となり管理運営を行っています。 

・市立恵那病院（大井町）は、平成 28 年 11 月に新施設が完成し、市の

中核病院として地域包括医療、救急医療を展開するとともに、市民の

要望により産婦人科、血液浄化センター、腫瘍総合ケアセンター、健

康管理センターを開設し、更なる医療機能の充実、強化を図っていま

す。 

・国保上矢作病院は、恵南地区唯一の病院であり、保健・福祉・介護等

に至る包括的な医療を展開しています。 

・地域医療を実施する６つの診療所は、いずれも地域医療の中心施設と
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しての役割を担っています。 

 

再配置の指針 

・市立恵那病院を市の中核的病院とし、他の医療機関との連携など、市

の医療サービスを確保します。 

・国民健康保険診療所は、継続して運営し、へき地医療の提供、医師確

保等の状況に応じて管理運営方法を検討します。 

 

 

 

目指す効果 

・病院や診療所との連携など地域の医療体制の充実を図り、市民ニーズ

に対応します。 

 

 

 

■インフラ系施設：上水道施設 

 

恵那市の政策・計画 

・安全で安定したおいしい水を持続的に供給するため、老朽施設、老朽

管の更新を進めます。 

・地震被災時においても、基幹病院や避難所となる小中学校などへ水道

水を供給できるよう基幹管路の耐震化を進めます。 

・行財政改革の取組みとして、水道施設の拡張・統合により給水区域の

見直しを行い、施設の休廃止や経営の効率化を進めます。 

 

現在の施設状況 

・恵那市水道事業は、平成 29 年度から各簡易水道事業と飲料水供給施

設を上水道事業に統合し、企業会計で経営しています。 

・老朽化した浄水場の給水区域の見直しを行い、中田浄水場と矢請浄水

場は平成 30 年度から休止し、西原浄水場は令和元年度に廃止して、

経営の効率化を図りました。 

しての役割を担っています。 

 

再配置の指針 

・市立恵那病院を市の中核的病院とし、他の医療機関との連携など、市

の医療サービスを確保します。 

・国民健康保険診療所は、継続して運営し、へき地医療の提供、医師確

保等の状況に応じて管理運営方法を検討します。 

・令和５年度「恵那市地域医療ビジョン策定委員会」にて方向性を検

討します。 

 

目指す効果 

・病院や診療所との連携など地域の医療体制の充実を図り、市民ニーズ

に対応します。 

 

 

 

■インフラ系施設：上水道施設 

 

恵那市の政策・計画 

・安全で安定したおいしい水を持続的に供給するため、老朽施設、老朽

管の更新を進めます。 

・地震被災時においても、基幹病院や避難所となる小中学校などへ水道

水を供給できるよう基幹管路の耐震化を進めます。 

・行財政改革の取組として、水道施設の拡張・統合により給水区域の見

直しを行い、施設の休廃止や経営の効率化を進めます。 

 

現在の施設状況 

・恵那市水道事業は、平成 29 年度から各簡易水道事業と飲料水供給施

設を上水道事業に統合し、企業会計で経営しています。 

・水道水の供給は、岐阜県東部広域水道からの受水と 26 の浄水場か

ら、配水池などの施設を経由して各戸へ給水しており、水道普及率は

令和４年度末現在 98.1％となっています。 
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・水道水の供給は、岐阜県東部広域水道からの受水と 26 の浄水場か

ら、配水池などの施設を経由して各戸へ給水しており、水道普及率は

令和２年度末現在 98.0％となっています。 

・水道施設は、取水場、浄水施設、配水池、ポンプ場など複数の施設で

構成され、運転管理業務を民間へ委託しています。 

・水道管は、導水管、送水管、配水管があり、令和２年度末現在、総延

長で約 949 ㎞の水道管があります。 

 

再配置の指針 

・水道施設は、直営施設として、安定的に水が供給できるよう進めま

す。 

・浄水場、施設の再編による水道事業の効率化を進めます。 

 

目指す効果 

・安心安全な水を安定的に供給します。 

・地震などの災害に強い施設を目指します。 

 

 

 

■インフラ系施設：下水道施設 

 

恵那市の政策・計画 

・衛生的で快適な環境とするため、公共下水道や農業集落排水施設、合

併処理浄化槽により河川などの水質汚濁を抑制し、生活環境の汚染や

公害に対する対策を行うとともに、持続可能な循環型社会の形成に向

けて取り組みます。 

・「環境基本計画」における水環境の保全への取組みとして、公共下水

道及び農業集落排水施設の整備と未接続世帯への普及促進を行い、下

水道未整備地区へは合併処理浄化槽設置の補助を継続します。 

 

現在の施設状況 

・公共下水道、農業集落排水施設の対象地域以外の生活排水処理は、合

・水道施設は、取水場、浄水施設、配水池、ポンプ場など複数の施設で

構成され、運転管理業務を民間へ委託しています。 

・水道管は、導水管、送水管、配水管があり、令和４年度末現在、総延

長で約 952 ㎞の水道管があります。 

 

 

 

 

再配置の指針 

・水道施設は、直営施設として、安定的に水が供給できるよう進めま

す。 

・浄水場、施設の再編による水道事業の効率化を進めます。 

 

目指す効果 

・安心安全な水を安定的に供給します。 

・地震などの災害に強い施設を目指します。 

 

 

 

■インフラ系施設：下水道施設 

 

恵那市の政策・計画 

・衛生的で快適な環境とするため、公共下水道や農業集落排水施設、合

併処理浄化槽により河川などの水質汚濁を抑制し、生活環境の汚染や

公害に対する対策を行うとともに、持続可能な循環型社会の形成に向

けて取り組みます。 

・「環境基本計画」における水環境の保全への取組として、公共下水道

及び農業集落排水施設の整備と未接続世帯への普及促進を行い、下水

道未整備地区へは合併処理浄化槽設置の補助を継続します。 

 

現在の施設状況 

・恵那市下水道事業は、令和２年度から企業会計で経営しています。 
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併処理浄化槽で行われています。 

・本市の汚水処理人口普及率（公共下水道・農業集落排水施設・合併処

理浄化槽の汚水処理施設による整備人口の総人口に対する割合）は

87.4％で、岐阜県全体の 93.1％を下回っています（令和２年度末時

点。岐阜県下水道発表資料参照）。 

・農業集落排水施設及び浄化槽の汚泥や、汲み取り式便所のし尿につい

ては、藤花苑と恵南衛生センターで処理しています。 

・明智浄化センターにし尿投入施設を設置し、下水とし尿の一括処理を

行っています。 

・富田浄化センター（岩村町）は平成 25 年度末に、飯羽間浄化センタ

ー（岩村町）は平成 26 年度末に岩村浄化センターへ統合し、下水道

事業を効率化しました。 

・下水道事業は、建設の時代から維持管理の時代へ移行しています。 

 

再配置の指針 

・下水道施設は、直営施設として、市域で快適な環境を提供します。 

・下水道事業の効率化のため、市内の下水処理施設の統廃合の検討を行

います。 

 

目指す効果 

・衛生的で快適な環境を推進します。 

 

 

 

■供給処理系施設：環境衛生施設（ゴミ・し尿処理、火葬場） 

 

恵那市の政策・計画 

・「環境基本計画」に基づき、市民・事業者・行政が協働してごみの減

量化に努めるとともに、資源化に向けた取組を推進します。 

・し尿処理などの環境衛生施設は、老朽化対策や効率性の観点から施設

の統廃合を進め、効率的な運用に努めます。 

 

・公共下水道、農業集落排水施設の対象地域以外の生活排水処理は、合

併処理浄化槽で行われています。 

・本市の汚水処理人口普及率（公共下水道・農業集落排水施設・合併処

理浄化槽の汚水処理施設による整備人口の総人口に対する割合）は

88.2％で、岐阜県全体の 94.0％を下回っています（令和４年度末時

点。岐阜県下水道発表資料参照）。 

・農業集落排水施設及び浄化槽の汚泥や、汲み取り式便所のし尿につい

ては、藤花苑と恵南衛生センターで処理しています。 

・下水道事業は、建設の時代から維持管理の時代へ移行しています。 

 

 

 

 

 

再配置の指針 

・下水道施設は、直営施設として、市域で快適な環境を提供します。 

・下水道事業の効率化のため、市内の下水処理施設の統廃合の検討を行

います。 

 

目指す効果 

・衛生的で快適な環境を推進します。 

 

 

 

■供給処理系施設：環境衛生施設（ゴミ・し尿処理、火葬場） 

 

恵那市の政策・計画 

・「環境基本計画」に基づき、市民・事業者・行政が協働してごみの減

量化に努めるとともに、資源化に向けた取組を推進します。 

・し尿処理などの環境衛生施設は、老朽化対策や効率性の観点から施設

の統廃合を進め、効率的な運用に努めます。 

 



恵那市公共施設等総合管理計画 新旧対照表（案） 
※改訂箇所を下線で表示しています。 
 
現行 
版頁 現行（旧）令和４年３月改訂 改訂（新）令和５年度改訂 

 

31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の施設状況 

・廃棄物の破砕や、紙・金属・ガラスなどの再資源化を行う中間処理施

設は、長島町にエコセンター恵那、恵那市リサイクルセンターの２施

設と、明智町に恵南クリーンセンターあおぞらがあります。エコセン

ター恵那は可燃ごみを RDF（廃棄物固形燃料）に加工し、恵那市リサ

イクルセンターは不燃ごみ・資源ごみの処理を行っています。恵南ク

リーンセンターあおぞらは平成 22 年度以降処理を休止しており、市

民が廃棄物を直接持ち込む際の受入れ窓口として運用しています。 

・長島町のふれあいエコプラザは、Reduce（ゴミの量抑制）・Reuse

（繰り返し利用）・Recycle（資源再利用）の３R 推進拠点として、

環境学習や３Ｒの啓発活動を行うとともに、リユース品やリサイクル

品の受入れを行っています。 

・し尿処理施設は、武並町の藤花苑と明智町の恵南衛生センターの２施

設があります。恵南衛生センターは老朽化のため平成 26 年４月に新

施設に移行しました。新施設では、受け入れたし尿、浄化槽汚泥並び

に農業集落排水汚泥の前処理及び凝集脱水を行った後、汚水を希釈し

たうえで隣接する明智浄化センターに投入し、下水とし尿の一括処理

を行っています。 

・火葬場は東野地内にえな斎苑があります。平成 27 年度にバグフィル

ターを交換し、適正な維持管理に努めています。 

 

 

 

 

 

再配置の指針 

・環境衛生施設は、現状のサービスの提供方法を継続し、市域施設とし

ての役割を果たしていきますが、将来に渡っては広域的な連携及び公

民連携も検討します。 

 

目指す効果 

・快適で衛生的な市民生活が送れるように効率的で効果的なサービスを

現在の施設状況 

・廃棄物の破砕や、紙・金属・ガラスなどの再資源化を行う中間処理施

設は、長島町にエコセンター恵那、恵那市リサイクルセンターの２施

設と、明智町に恵南クリーンセンターあおぞらがあります。エコセン

ター恵那は可燃ごみを RDF（廃棄物固形燃料）に加工し、恵那市リサ

イクルセンターは不燃ごみ・資源ごみの処理を行っています。恵南ク

リーンセンターあおぞらは平成 22 年度以降処理を休止しており、市

民が廃棄物を直接持ち込む際の受入れ窓口として運用しています。 

・長島町のふれあいエコプラザは、Reduce（ゴミの量抑制）・Reuse

（繰り返し利用）・Recycle（資源再利用）の３R 推進拠点として、

環境学習や３R の啓発活動を行うとともに、リユース品やリサイクル

品の受入れを行っています。 

・最終処分場は、笠置町の一般廃棄物最終処分場が平成 31 年 4 月から

稼働中です。同じ笠置町にあった旧処分場は浄化施設のみ稼働中で

す。また、恵南一般廃棄物最終処分場は、埋め立てを終了してお

り、廃止に向けて手続きを進めています。 

・し尿処理施設は、武並町の藤花苑と明智町の恵南衛生センターの２施

設があります。藤花苑は平成８年の供用開始から令和４年度末で 27

年が経過していることから、施設の老朽化等が課題となっていま

す。このことから、今後の施設のあり方について検討します。恵南

衛生センターは老朽化のため平成 26 年４月に新施設に移行しまし

た。 

・火葬場は東野地内にえな斎苑があります。修繕計画に基づいた定期的

な補修を行い、適正な維持管理に努めています。 

 

再配置の指針 

・環境衛生施設は、現状のサービスの提供方法を継続し、市域施設とし

ての役割を果たしていきますが、将来に渡っては広域的な連携及び公

民連携も検討します。 

 

目指す効果 

・快適で衛生的な市民生活が送れるように効率的で効果的なサービスを
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提供します。 

 

 

 

■供給処理系施設：墓地 

 

現在の施設状況 

・市営墓地は岩村町に１か所、明智町に７か所あります。 

・市営墓地には建物は無く、墓地の維持管理は利用者が行っています。

 

再配置の指針 

・墓地は、直営施設として継続していきます。 
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